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研究成果の概要（和文）：本研究の結果として，観光の発展が島にもたらす影響は一方的なものではなく，島の
社会的，環境的条件が観光の発展と観光におけるイノベーションに複雑に絡んでいることを明らかにした。ま
た，持続可能な観光発展を目指す中で島外の行政機関，観光産業や移住者と島内ステークホルダーの利害関係が
重要な鍵を握っていることが見えた。持続可能性を評価するときに，各島の状況に合わせた指標を選び，「外
部」と「内部」の関係も検討することが不可欠である。

研究成果の概要（英文）：This research has shown that tourism development impacts islands not 
one-directionally. Rather, islands social and environmental conditions affect the way tourism 
develops and innovates in many ways, thus creating different development paths on each island. 
Furthermore, it became apparent that relations between actors from outside the islands, like 
administration, tourism industry or immigrants from other areas, and local stakeholders play a key 
role when aiming for sustainable tourism development. Therefore, indicators for the evaluation of 
sustainability need to be adjusted for each island and the connection between “inside” and “
outside also needs to be considered. 

研究分野：人文地理学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の学術背景には，「持続可能な観光」，
「島」，「イノベーション」という三つのキー
ワードが関連する。持続可能な観光があまり
成功していないことも指摘されている。そこ
で本研究は環境・地域社会・地域経済の３つ
の視点から日本離島における観光の影響を
分析し，持続可能な観光発展を科学的に設定
された基準と，住民または観光者の認識と比
較することにより新しい展開を目指す。 
 
２．研究の目的 
 日本の島は，現在，エコツーリズムやアー
ト・ツーリズムなど「新しい観光」と言われ
ている観光形態が普及して観光地化が進ん
でいる。その結果，人口流出に歯止めがかか
るという利点がある一方で，自然の過剰利用，
不安定な雇用，交通問題，島内コミュニティ
ーの変化など，様々な課題が指摘されており，
観光資源の管理や観光産業の安定化を工夫
する必要がある。そこで本研究は，第１に，
観光化が日本の離島にもたらした変化を環
境，社会文化，経済の３つの側面から分析し，
その課題を明らかにする。その上で第２に観
光資源の保全と活用，観光産業の発展を批判
的に検討し，環境負荷を最小限に押さえ，地
域住民に最大限の利益をもたらす持続可能
な観光発展の方向性を検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究では計量的方法と質的方法を組み合
わせる。 
①日本の島における観光発展の影響につい
ての調査：先行研究による課題整理，事例地
域の選定と聞き取り調査，土地利用，景観，
人口，産業構成について既存資料からの変化
把握 
②住民と観光者の認識調査：住民が観光発展
による変化をどのように認識し，観光者が島
の魅力と課題をどう認識するか，フォーカ
ス・グループ調査，インタビュー，アンケー
トで把握 
③聞き取り調査に基づく観光に関連するア
クターとその利害関係の分析 
 
４．研究成果 
①研究の論点や枠組みの検討：日本語，英語，
ドイツ語の文献・資料を収集し，「島」とい
う限られた空間における持続可能な観光，
「新しい観光」と言われる観光形態と，観光
分野におけるイノベーションに関連する研
究の論点を整理した。持続可能性を計る指標
のガイドブック（UNWTO 2004）を中心に，文
献から観光発展による変化を計る基準や指
標を把握し，日本の島で活用できる方法を検
討した。 
 
②新しい観光と島についての検討（１）：エ
コツーリズム：屋久島（鹿児島県） 
エコツーリズムが盛んな屋久島（鹿児島県）

について，2014 年度に準備調査として観光産
業関連者の意識調査を行った。その結果，エ
コツーリズムの概念について理解が回答者
により異なっていること，観光発展について
全体的に好意的に見られていること，ゴミや
登山道の維持問題が意識されていることが
確認された。続いて，行政，観光協会，住民
団体に聞き取り調査を行い，屋久島の課題を
まとめた。2015 年度には準備調査と聞き取り
調査の結果に基づいて博士課程後期の院生
（Adewumi Ifeoluwa B.）を中心に観光者，
観光事業者，そして住民に対するアンケート
調査を実施した。住民と観光事業者に対して
はエコツーリズムの概念の理解や観光発展
についての考えを把握し，観光者の場合，動
機や満足度について把握した。屋久島におけ
る観光発展の持続性について全体的に評価
するために指標を設定し，既存の統計資料と
実施したアンケート結果で評価を行った。 
 
③新しい観光と島についての検討（２）：サ
イクリング・ツーリズムと地域連携：しまな
み海道沿いの島々（愛媛県・広島県），とび
しま海道沿いの島々（広島県・呉市） 
 2014 年度にしまなみ海道で一般観光者と
自転車利用者を対象にアンケート調査を実
施し，また，宿泊施設とグリーン・ツーリズ
ムに関わる農家に聞き取り調査を行った。一
般観光者については，訪れる人が景色を楽し
むこと，訪れた土地の料理特産物を楽しむこ
と，家族や友人と楽しく過ごすこと，リラッ
クスすることを重視して旅をし，情報は知り
合いや口コミで得ることが多い。 
 結果を一つ詳しく紹介すると，しまなみ海
道の魅力は何か、項目ごとに 5段階の評価を
つけてもらった。評価平均値をみると、「景
色」に対する評価が 4.7 点と最も高く、次い
で「海」が 4.4 点、そして「農産物、食べ物」
が 4.1 点と続いた。観光客は、多島美に代表
されるような、しまなみ海道の自然景観の美
しさや、そこからうまれる農産物や食べ物に
魅力を感じていることがわかった。また、項
目別に評価値の割合をみると、およそ 9割を
超える人々が「景色」に対して肯定的である
ことがわかる。それに対して、「歴史文化」
や「アート、美術館」、「人が親切」の項目で
は、一番大きな割合を占めたのが「どちらと
も言えない」という選択肢であった。このこ
とから、観光客は景観や自然をしまなみ観光
の第一の目的とし、副次的にそれ以外の観光
を楽しんでいるということが考えられる。 
 その他に，大三島では，大山祇神社が観光
の中心となっている。大山祇神社については
神社としての魅力，歴史的な面白さ，そして
パウアースポットとして認識されているこ
とで観光者が引きつけられている。しまなみ
海道については満足度，再訪問意識，伝えた
い意識はともに高い。 
 2016 年度に博士課程前期の大学院生（許雅
琦氏）を中心に観光に関わる行政機関，観光



産業関連者合計 18 箇所の聞き取り調査を行
い，愛媛県側と広島県側の違いに注目した。
聞き取り調査の結果，島を繋ぐ観光地域連携
の課題としては，(1)滞在型観光への転換(2)
インバンド観光の誘致(3)地域住民との連携
の強化(4)交通手段の充実という四つの課題
を明らかにした。 
 とびしま海道沿いの島々（広島県・呉市）
について，2015 年度に観光者を対象にアンケ
ート調査を実施し，観光協会と海道の連携を
図る組織に聞き取り調査を行った。また，自
転車観光のポテンシャルを測るために外国
人と日本人によるモニターツアーを実施し
た。走ったコースの魅力としては古い町並み
が保存されていること，初心者でも走りやす
いサイクリングコースであること，景色と自
然の美しさ，料理の良さが挙げられた。また，
具体的な課題としては，英語の対応の不足，
休憩する場所や商業施設の不足，レンタサイ
クルなど自転車の対応がないこと，交通アク
セスが不便であることが挙げられた。 
 同じサイクリングをテーマとするしまな
み海道ととびしま海道であるが，関わる自治
体がサイクリング観光をどの程度重視し，推
進しているかという政策の違いが明確に現
れている。また，県と市の境界を超えた広域
連携が必要ないため政策がまとめやすいは
ずのとびしま海道は，アクセス条件が悪いこ
と，合併前は異なった自治体であった地域間
での連携が取りにくいことが発展を遅らせ
ていると思われる。 
 
④新しい観光と島についての検討（３）：ア
ート・ツーリズム：直島，小豆島（香川県） 
2014 年度に直島（香川県）とその周辺の島に
ついては，ボランティアがアート・ツーリズ
ムの役割について行政とNPOに聞き取り調査
を実施し，博士課程前期の院生（張楠）を中
心にボランティア・ツーリズトのアンケート
も実施した。2016 年度に第３回の瀬戸内国際
芸術祭が行われた。その結果，芸術祭が開催
される島において移住者が増え，観光産業に
重要な役割を担っていることが報道資料や
行政報告から明らかになった。そこで特に観
光産業が発達している小豆島を対象に，観光
協会，行政，そして移住者の聞き取り調査を
行い，また，全島に渡って観光産業関連者に
アンケート調査を実施した。 
 
⑤島に対する認識調査(全国)： 
 WEB アンケートによる認識調査を行った。
全国を対象に男女，年齢層，居住年規模別に
サンプルを選出し，1500 人から回答程を得た。
調査項目は旅行とレジャー思考に関する項
目，「島」に関する意識と訪問経験，全国の
主な島についてそのイメージ，島への訪問予
定や移住検討に関する問いから構成された。
調査項目の設計は研究代表者が行い，調査の
実施はインターネット調査を専門とする業
者を利用した。 

以下は，結果の一例である： 
 
表 1： 
あなたは、これまでに、仕事以外の目的で実
際に訪れたことのある「島」の数はいくつで
すか。（%；n=1500） 
 
  国内の「島」 海外の「島」 
１つ 19 15.1 
２つ 16.1 8.9 
３つ 9.1 4.7 
４つ 3.1 0.9 
５つ以上 11.9 4.1 
「島」に行った
ことはない 

40.8 66.2 

 
 この回答から，国内でも仕事以外で島（北
海道，本州，四国，九州を除く）を訪れたこ
とがない人が四割と高いことが分かる。 
 また，島に対するイメージについて，21 項
目を立て，５段階評価（5=当てはまる，1=当
てはまらない）で回答を求めた。 
 
 
表 2: あなたは、国内、海外を問わず、「島」
についてどのようなイメージを持っていま
すか。（%, n=1500, 無回答を含まない） 
 
  5 4 3 2 1 
海 34.9 43.5 15.1 3.5 1.6 
自然が豊か 24.1 50.3 18.9 3.6 1.5 
のんびり 18.8 53.3 20.7 3.7 1.7 
観光地、リゾート 15.1 44.8 28.6 6.6 2.7 
南の楽園 12.5 35.4 31.1 12.2 5.8 
海水浴 12.1 40.5 29.7 10.5 4.3 
独自の文化 11.9 49.1 28.5 6 1.9 
癒やされる 11.9 44.3 32 6.4 2.8 
生活が不便 11 40.2 31.4 11.5 3.5 
独自の生態系 10.1 45 32.7 6.3 2.9 
釣り 8.9 34 30.4 12.3 9.9 
人の絆が強い 8.7 39.9 36.6 8.1 3.3 
ロマンチック 5.6 27.9 40.9 15.7 6.2 
あこがれの場所 4.5 21.1 42.7 19.3 9.1 
たそがれ 4.5 27.1 42.1 15.1 6.1 
エキゾチック 4.3 26.1 40.1 17.5 7.7 
閉鎖的 3.5 21 37.6 24.9 9.9 
懐かしい 3.4 17.9 42.7 18.8 12.1 
孤独 2 12.5 40 26.8 14.6 
つまらない 1.6 7.9 35.3 29 20.7 
 
 この回答からは，島のイメージが海，自然，
観光・リゾートの要因に強く影響され，のん
びりで有り，癒やされるという陽性の印象が
強いようである。逆に否定的なイメージが弱
いことが分かる。 
 次に，日本の島を 32 ヵ所上げ，その知名
度と訪問経験を伺った。 
 
  



表 3：あなたは以下にあげる日本の「島」に
ついて，行ったこと，名前を聞いたことがあ
りますか？（トップ 10 位,%；n=1500） 
 
行ったこと
がある 

行ったこと
はないが行
きたい 

名前を聞い
たことがあ
る 

名前を聞い
たこともな
い 

宮島（広島） 屋久島（鹿
児島） 

父島（東京） 
白石島（岡
山） 

淡路島（兵
庫） 

石垣島（沖
縄） 

八丈島（東
京都） 

小 値 賀 島
（長崎） 

小豆島（香
川） 

宮古島（沖
縄） 

種子島（鹿
児島） 

田代島（宮
城） 

佐渡島（新
潟） 

奄 美 大 島
（鹿児島） 

大島（東京） 
大 崎 上 島
（広島） 

石垣島（沖
縄） 

西表島（沖
縄） 

対馬島（長
崎） 

祝島（山口） 

大島（東京） 種子島（鹿
児島） 

佐渡島（新
潟） 

大 久 野 島
（広島） 

宮古島（沖
縄） 

佐渡島（新
潟） 

奄 美 大 島
（鹿児島） 

島後（島根） 

西表島（沖
縄） 

八丈島（東
京都） 

壱岐島（長
崎） 

甑 島 列 島
（鹿児島） 

屋久島（鹿
児島） 

与論島（鹿
児島） 

与論島（鹿
児島） 

答志島（三
重県） 

壱岐島（長
崎） 

小豆島（香

川） 

西表島（沖
縄） 

大三島（愛
媛） 

 
 この結果を見ると，「行ったことがある」
島の一位に宮島が入り，世界遺産でもある観
光地は最も多くの人を引きつけている他に
沖縄の島が３ヵ所上げられている。「行きた
い島」と「名前を聞いたことがある島」には
共に沖縄，鹿児島という南の島が多い。また，
「名前を聞いたことがある」島にはその他に
佐渡島，対馬島という，立地が独立し，面積
の大きい島が上げられている。一方，瀬戸内
海の島はあまり知られていない。 
 以上は結果の一部に留まるが，日本でも
「島」のイメージは海と南という要因が重要
で，世界的に共通しているイメージに近く，
観光旅行の目的としても南の島は人気が高
いことが分かった。 
 
⑥ 結論 
 本研究の結果として，観光の発展が島にも
たらす影響は一方的なものではなく，島の社
会的，環境的条件が観光の発展と観光におけ
るイノベーションに複雑に絡んでいること
を明らかにした。また，持続可能な発展を目
指す中で島外の行政機関，観光産業や移住者
と島内ステークホルダーの利害関係が重要
な鍵を握っていることが見えた。持続可能性
を評価するときに，各島の状況に合わせた指
標を選び，「外部」と「内部」の関係も検討
することが不可欠である。 
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